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開催日：平成29年12月10日（日）　　会　場：国立京都国際会館
問合せ：京都市環境政策局地球温暖化対策室（075-222-4555）
　　　　　　※どなたでも傍聴できます（事前申込制）
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指揮　広上 淳一（京都市ジュニアオーケストラ・スーパーヴァイザー）　
Conductor : Junichi HIROKAMI (Supervisor of the Kyoto Junior Orchestra)

詳しくはHP
（http://kyotoconcerthall.org/juniororchestra/）
などで2018年2月ごろに発表します！

　東京生まれ。東京音大指揮科に学ぶ。1984年、26歳で「第１回キリル・コンドラシン国際青年指揮者コンクール」に優勝。以来、
フランス国立管、ベルリン放響、コンセルトヘボウ管、モントリオール響、イスラエル・フィルハーモニー管、ロンドン響、ウィーン
響などメジャー・オーケストラへの客演を展開。91～95年にはノールショピング交響楽団、98～2000年にリンブルク交響楽団の各
首席指揮者を、97～2001年 ロイヤル・リヴァプール・フィルハーモニー管弦楽団首席客演指揮者を歴任、このうちノールショピング響
とは94年に来日公演を実現している。また、91～2000年には日本フィルハーモニー交響楽団の正指揮者をつとめ、96年の欧州演奏
旅行を指揮したほか、R.シュトラウスの《英雄の生涯》やハイドンの交響曲など、多くの瑞々しく壮大な快演を残した。
　近年では、ヴァンクーヴァー響、ミラノ・ジュゼッペ・ヴェルディ響、スイス・イタリア管弦楽団、サンクトペテルブルク・フィル
ハーモニー響、ボルティモア響、シンシナティ響、カルガリー・フィルハーモニック、スタヴァンゲル響、ライプツィヒ・ゲヴァント
ハウス管、ポーランド放響、スロヴェニア・フィルハーモニー管、スペイン・ビルバオ響、サン・パウロ響等へ客演。06～08年には
米国コロンバス交響楽団音楽監督を務めヨーヨー・マ、ミドリをはじめ素晴らしいソリストたちとともに数々の名演を残した。
　国内では全国各地のオーケストラはもとより、サイトウ・キネン・オーケストラ、水戸室内管弦楽団にもたびたび招かれ絶賛を博している。
　オペラ指揮の分野でも89、90年のシドニー歌劇場におけるヴェルディの《仮面舞踏会》や《リゴレット》が高く評価されたのをはじめ、近年では藤原歌劇団《椿
姫》、日生劇場《アイナダマール》（日本初演）、《ドン・ジョヴァンニ》、新国立劇場《椿姫》《アイーダ》等が記憶に新しい。
　2008年４月より京都市交響楽団常任指揮者を経て2014年４月より常任指揮者兼ミュージック・アドヴァイザー。2008年より京都市ジュニアオーケストラ・スー
パーヴァイザー。2015年４月京都市交響楽団とともにサントリー音楽賞受賞。2017年４月より札幌交響楽団友情客演指揮者も務める。東京音楽大学指揮科教授。

京都市ジュニアオーケストラ　Kyoto Junior Orchestra

　青少年のオーケストラ活動の支援と心豊かになる環境づくりを目的として、京響創立50周年、京都コンサー
トホール開館10周年を機に2005年に設立。2006年３月「京都市ジュニアオーケストラ　デビューコンサー
ト」を開催。10歳～22歳までの京都市在住・通学の青少年を対象に、オーディションにより選抜された約110
名で結成される。
　これまでに大友直人、井上道義、広上淳一などの指揮のもと、12回の定期公演の他、2008年「ミュージッ
ク・フリー」、2009年「京響みんなのコンサート」、2010年「オーケストラ・ディスカバリー」、2011年「第
26回国民文化祭2011・京都 ジュニアオーケストラの祭典」、2013年「京響みんなのコンサート」、2013年及
び2014年「京都ミュージックプロムナード」、2014年「京都おもてなし音絵巻2014」、2015年「ラ・フォ
ル・ジュルネ金沢2015」、2016年「トロンハイム・ジュニア・ソロイスツ“フレンドシップコンサート”」
「京都岡崎音楽祭 OKAZAKI LOOPS」に出演。2008年度からは京都市交響楽団第12代常任指揮者・広上淳一をスーパーヴァイザーに迎えて京響メンバーの真摯な
指導のもと成長を続け、その演奏レベルは高く評価されている。（合奏指導：喜古恵理香、鈴木衛）

第13回　京都市ジュニアオーケストラコンサート
The 13th Concert of the Kyoto Junior Orchestra

©Greg Sailor

結成から13年を迎え、日々躍進を遂げる京都市ジュニアオーケストラ。
第13回目のコンサートでは、民族色豊かなドヴォルザークとチャイコフスキーの作品、
そしてソリストに菊本和昭氏を迎えての協奏曲と、魅力溢れるプログラムを披露します。
文化芸術の街・京都が育む若きオーケストラの演奏に、どうぞご期待ください！

トランペット　菊本 和昭
Trumpet : Kazuaki KIKUMOTO

　NHK交響楽団首席トランペット奏者。
　1980年兵庫県生まれ。私立洛南高等学校を経て京都市立芸術大学首席卒業および同大学院首席修了。在学中にフライブルク音楽大
学に交換留学。2002年、日本トランペット協会設立20周年記念トランペット・コンクール、および第19回日本管打楽器コンクール
第１位。2003年、第72回日本音楽コンクール第１位および増沢賞、E. ナカミチ賞、聴衆賞受賞。2006年、第４回済州ブラスコンペ
ティション第２位。2007年、第３回リエクサ国際トランペット・コンクール第３位。2008年、エルスワース・スミス国際トラン
ペット・ソロ・コンペティション第２位およびChosen Vale賞受賞。同年、(財)ロームミュージックファンデーション奨学生として、
また(財)青山財団の助成を受けカールスルーエ音楽大学に１年間留学。2009年アメリカの“Chosen Vale 国際トランペットセミ
ナー”においてリサイタルを開催。2010年にソロアルバム《奏鳴曲 Sonate》をリリースしたほか、2013年には岡本 哲（Tb）、佐
竹裕介（Pf）と共に《グラントリオ》をリリース。
　これまでに東京交響楽団、京都市交響楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、神奈川フィルハーモニー管弦楽団とソリストとして共演。その他、京都トランペッ
トグル－プ「Summer Breeze」、きょうと金管五重奏団、ジャパンブラスコレクション、いずみシンフォニエッタ大阪の各メンバーとして活動中。2004年より約７
年間京都市交響楽団に在籍し、2012年よりNHK交響楽団首席トランペット奏者に就任して現在に至る。2016 International Trumpet Guild カンファレスに招か
れ、リサイタルと協奏曲を好演した。
　平成18年度青山音楽賞新人賞、第31回神戸灘ライオンズクラブ音楽賞、平成19年度坂井時忠音楽賞、第12回松方ホール音楽賞（金管楽器部門）、平成24年度兵庫
県芸術奨励賞、平成24年度京都芸術新人賞を受賞。
　トランペットを早坂宏明、有馬純昭、A.プログ、E.アントニー、R.フリードリヒ、Dr.E.H.タール、K.ブレーカー、L.ヴコブラトヴィッチに師事。また、室内楽を呉
信一に師事。
　西宮音楽協会会員。関西トランペット協会理事。ドルチェ・ミュージックアカデミー講師。東京藝術大学非常勤講師。

©武藤章©武藤章

©Tatsuo Sasaki©Tatsuo Sasaki

「京都議定書」が誕生して、今年で20周年。京都市では、更なる地球温暖化対策の重要性とその実施に向けた
決意を国内外の都市などと共有することを目指し、「地球環境京都会議2017」を開催します。
皆様もこの機会に、あらためて環境問題について考え、環境にやさしい取組を更に実践してみませんか？
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